








目的

　Duchenne 型筋ジストロフィー症(DMD)は,伴性劣性遺伝性疾患である.そのた

め女性保因者を正確に指摘することは,病因の追求とともに重要であり,血清

CPK 値をはじめ,筋電図,筋生検,身体総カリウム量の測定などが行なわれてい

る 1)が,どの検査法も決定的なものはなく,適当な検査法を組み合わせて,互い

に補足させてその信頼性の向上につとめているのが現状である.


